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凡 例

1　この付録は、提案するアプリケーション及びその開発にあたって参考となる事項を取

　りまとめたものである。

2　配列は、目次に示すとおり分野別とした。

3　「サービス市場規模」の欄は、商用サービスについては消費者が支払う市場規模、公

的サービスについては必要なコストについて記述したが、予測が困難なものについては’

　これによらず記述をしたものもある。なお、衛星利用料金については現状ベースとした

が、情報圧縮により低廉化できるものについては考慮した。

4　「衛星の優位性」の欄については、次の基準により記述した。

　（1）同報性については、10～数百局あて程度のものは○、・1000局あて程度以上の

　　ものは◎とした。

　（2）広域性については、日本全国以上の面積を面的にカバーするものをは◎、いくつか

　　の拠点向けのものはOとした。

　（3）構築の迅速性については、特に急を要するものを◎、それに次ぐものを○としたほ

　　か、全ての局が同時に運用開始することがメリットとなるものは○とした。ただし、

　　可搬局・移動局により運用した方が適当と考えられるものについては可搬性を◎

　　（○）とし、迅速性をより低いランクとしたものがある。

　（4）広帯域性については、最高伝送速度が10Mbit／s程度以上100Mbit／s程度以下の

　　ものについては○、それを超えるものは◎とした。

　（5）可搬性については、可搬（移動を含む）局の利用がほぼ必須のものは◎、可搬局の

　　利用が望まれるものは○とした。

　（6）耐災害性については、災害時の利用を目的としたもの及び災害時にも利用可能であ

　　ることが必要なものは◎とし、災害時にも利用可能であることが望まれるものは○と。

　　した。

　（7）経済性については、地上系では実現できないものは◎、同報性・広域性等により地

　　上系よりも明らかに安価と考えられるものは○とした。

（8）総合については、○の数（◎1個は02個とみなす）が6個以上のものをA、4～

　5個のものをB、3個以下のものをCとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

5　参考として、　「開発体制」及び「衛星の優位性」の各欄の一覧表を冒頭に掲げた。
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表1　開発体制一覧

ア　プ　リ　ケ　一　シ　ョ　ン　名 衛星 地球局 アフ．リケーション

デジタル技術を用いた衛星通信教育システム 国／民間

衛星を利用した在宅生涯教育・学習支援サービス 民間 国／民間
教育分野におけ：る開発途上国向け衛星通信ネットワーク 民間 公的機関／民間

技術教育フォローアップシステム 民間

医療・福祉関係者の教育 民間

医療福祉情報配信 民間

遠隔医療サービス 民間 民間＋公的支援
救難・医療システム 民間

データベース検索システム 公的機関／民間

大容量研究情報伝送システム 国 国 公的機関／民間

遠隔地からの投票 国

地球観測情報配信システム 公的機関／大学

災害監視システム 国 国／大学

電子図書館 民間 民間

電力・ガスなどの公的企業における統合衛星通信システ 民間

金融・保険業界向け統合衛星通信システム 民間
トラッグ輸送管理システム 国 民間 民間

船舶、航空機に搭載する衛星放送受信システム 国 民間

航空機から取材中に画像伝送するシステム 民間

統合新聞情報伝送システム 民間

統合番組素材伝送システム 民間

移動体SNGシステム 国

電子新聞衛星放送システム 民間

野外レジャー通信 国 民間 民間

ホテル向け小容量電話回線 民間 民間

国際共同設計 民間

設計会議 民間

商品企画・説明会・コンサルタント・教育 民間

店舗用企業内衛星通信ネットワーク 民間

小売店支援用衛星通信ネットワーク 民間

農産物遠隔監視・診断 』民間 公的機関／民間

災害対策 民間 国／民間

災害時の安否情報放送 民間

統合デジタル放送（lSDB） 国／民間 民間 民間
力一ナビゲーションデータ放送システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ 国／民間 民間 民間

衛星間通信による日本／欧州間国際通信 国／民間 民間
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表2衛星の優位性評価一覧

アプリケーション名 同報性 広域性 迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総合

デジタル技術を用いた衛星通信教

辜Vステム ◎ ◎ ○ ○ A

衛星を利用した在宅生涯教育・学

K支援サービス ◎ ◎ ○ ○ A

教育分野における開発途上国向け

q星通信ネットワーク ○ ◎ ◎ ○ A

技術教育フォローアップシステム ○ ◎ ◎ ○ ○ A

医療・福祉関係者の教育 ◎ ○ ◎ ○ A

医療福祉情報配信 ◎ ◎ ○ B

遠隔医療サービス ◎ ◎ ○ ◎ ○ A

救難・医療システム ◎ ◎ ◎ ◎ A

データベース検索システム O ◎ ○ B

大容量研究情報伝送システム ○ ◎ ◎ B

遠隔地からの投票 ◎ ○ ◎ B

地球観測情報配信システム ◎ ○ ○ ○ B

災害監視システム ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ A

電子図書館 ○ ◎ C

電力・ガスなどの公的企業におけ

體搓㊨q星通信システム ○ ◎ ◎ ◎ A

金融・保険業界向け統合衛星通信

Vステム ○ ◎ ○ ○ B

トラック輸送管理システム ○ ◎ ○ ◎ ○ A

船舶、航空機に搭載する衛星放送

�Mシステム ◎ ◎ ◎ ○ A

航空機から取材中に画像伝送する

Vステム ◎ ○ ◎ ◎ ○ A

統合新聞情報伝送システム ○ ◎ ○ ◎ ○ A

統合番組素材伝送システム ○ ◎ ◎ ◎， ○ ○ A

移動体SNGシステム ◎ ◎ ◎ ○ A

電子新聞衛星配信システム ◎ ◎ ○ ○ ○ A
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アプリケーション名 同報性 広域性 迅速性 広帯域 可搬性 耐災害性 経済性 総合

野外レジャー通信 ◎ ○ ◎ B

ホテル向け小容量電話回線 ◎ ◎ ◎ A
国際共同設計 ○ ○ O C

設計会議 ○ ○ C
商品企画・説明会・コンサルタント・教育 ◎ ◎ ○ ○ ○ A
店舗用企業内衛星通信ネットワーク ◎ ◎ ○ B

小売店支援用衛星通信ネットワーク ○ ◎ C

農産物遠隔監視・診断 ◎ ○ C

災害対策 ◎ ◎ ◎ ◎ A
災害時の安否情報放送 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ A

統合デジタル放送（lSDB） ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ A
カサピケ㌧ションテ㌧タ放送システム ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ A
衛星間通信による日本／欧州間国

ﾛ通信 ◎ ○ ◎ ○ A

r
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デジタル技術を用いた衛星通信教育システム

分　野 教育・ 文化

概　要 我が国の教育における衛星利用については、 交換授業の分野で国立大学間で

の実証実験が開始されようと しているし、 リフレッシュ教育分野でも企業の社

会人を対象に学部 6 大学院レベルの授業を職場で受講できる設備の設置が進ん

でいる。 しかしながら現在の設備はアナログであるため、 衛星利用料金の負担

が大きく、 今後の大幅な普及を図るためには、 7Mbps程度のMPEG2方
式で相互接続できるデジタル方式の標準化、 2． 4m程度のVSATを用いた
安価な設備の導入が望まれている。 また、 制度面では、メディア利用を想定し

ていない単位認定制度と学位授与制度の画期的な改革が必要である。

授業形態の中で受講者からのフィードバックが必要な場合、 伝送遅延のある

衛星では間に合わないこともあり、 lSDNと衛星など地上系との融合 （イン

ターネッ トの併用など）が必要である。 衛星授業の効用は、 工夫次第で効果

の上がることが明らかになっており、この方面での利用技術の向上も必要。

想　定 大学、 病院、高専等教育機関 事業運 公的機関

利用者 企業 営主体

必要時期 絶すぐ

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 なし 発 地球局

要 アプリ 効果的な授業の工夫 体 アプリ 国／民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 送受信局：φ4． 5～6m級 （MPEG2映像圧縮装置付）

態及び需要 受信局：φ2． 4m級（MPEG2映像復号装置付）
サービス市場 衛星回線料：6億円X1／5 （36MHz）、 1／4（27MHz）
規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ○ ○ A

普及のため 鴨 伝送設備の標準化 （MPEG2デジタル伝送方式の採用）

の課題 蜀 単位認定制度・ 学位授与制度の改革

一つの受信設備を有効利用するために、 複数の衛星会社の衛星が利用できる

その他 二丁二丁を持つことができる。

L【豊
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衛星を利用した在宅生涯教育・学習支援サービス

分　野 教育・文化

概　要 　我が国において来るべき高齢化社会の到来、科学技術の高度化に伴い修得し

ｽ知識や技術の陳腐化が早まっており、絶えず知識や技術をリフレッシュする

ｶ涯教育の必要性が高まっている。このためには、専門講座や教養講座など、

K要な講座や番組をいつでもどこでもいながらにして受けられる在宅生涯教育

Tービスが有用である。
@本サービスでは自宅学習の補助手段として、大学・企業・図書館など、広く外部より収集したデータベースに最新の技術情報を蓄積しておき、何時でもアクセスすることができる。

想　定

?p者

社会人、学生など広く一般人 事業運

c主体

公的機関／民間

必要時期 2000年迄には必要
衛　星 なし 衛星

7開
発
　
　
要
素

地球局 ユーザー端末の低価格化・ユーザーインター

tェースの改善など

開
発
体
制

地球局 民間

アプリ

Pーション

教育機関の試用を通じた運用面での確認。 アフ．リ

Pーション

国／民間

地球局の形

ﾔ及び需要

映像送信局＝　0．75～4．5mのVSA丁、小型HUB局、　SNG’

?[ザー局＝　1．2m以下のVSAT
サービス市場

K模（年額）

家庭利用に限って1999年迄に約300億円（データクエストジャパン調

ﾗ）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合、衛星の

D位性 ◎ ◎ ○ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・ユーザー端末は安価でユーザフレンドリーなものが望ましい。
關ｶ涯通信教育が正規の教育として教育機関に認定（資格／単位として）されるよう制度を整備する必要がある。

その他

ユーザー側のデータ蓄積機能を用いることによって、教材ファイルを夜間に受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’信ずるなど衛星回線の経済的な利用も期待される。
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教育分野における開発途上国向け衛星通信ネットワーク

分　野 教育・文化

概　要 　開発途上国において、．教育は、最も基本的で重要な国家的事業であるが、財

ｭ難などにより十分な予算が回せず、教育インフラの整備・教育要員の養成が

iんでいない。日本は、高度な技術水準を有し高等教育も充実しており、その

Z術・ノウハウを提供することが、国際貢献に役立つことができる。

@本システムは、衛星通信の広域性を生かし、国が基盤整備を行って、開発途

纃曹ﾌ人材育成、開発途上国内での遠隔教育を行うものである。

想　定

?p者

アジアの開発途上国 事業運

c主体

公的機関『

必要時期 2年以内

衛　星 なし 衛　星

地球局 アクセス地球局の開発 地球局 民　間
開
発
要
素

アプリ

Pーション

アプリケーション・コンテンツの開発

開
発
体
制

アプリ

Pーション

公的機関／民間

地球局の形

ﾔ及び需要 アクセス局：1．

ハブ局：6～11m級（情報センターと併設）　x　各国

@　　　　　　　2m級VSAT（送受信局及び受信局）　x　高畠～数千局

サービス市場

K模（年額）

一（非営利）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ◎ ○ A

普及のため

ﾌ課題

なお、衛星回線の確保は国が行うことが望まれる。

第一段階＝タスクフォースの設立（調査、立案、計画）

謫�i階＝パイロットシステムの構築（アプリ・コンテンツの開発／実証）

謗O段階＝本格的なインフラ構築（衛星回線確保、ハブ・情報センターの構築）

その他

本システムは、教育分野のみならず医療会野・環境対策・災害対策の分野にも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

?pできる。
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技術協力フォロ「アップシステム

分　野 教　　育

概　要 　日本は、広い分野に亙って各種の技術協力を続けており、また、その形態

焉A専門家派遣、研修生受入れ、機材供与等、多岐に及んでいる。これらプロ　　　、ジェクトでは、継続的なフォローアップが重要であり、先方も、それを強く望

�ﾅいると考えられる。

@そのため衛星通信設備を併せて供与し、現地とのTV会議により協力期間中

煌ﾜめた意志疎通の強化を図るとともに、適宜、日本からのフォローアップ研

C訓練放送を行う。更に、協力案件によっては、供与機材の遠隔診断、ソフト

Eェアのバージョンアップ等も衛星経由により行うことができる。

想　定

?p者

送信者＝国際協力事業団等の機関

�M者：開発途上国の各種施設

事業運

c主体

国

必要時期 今後2年程度以内
F

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

操作性の向上

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

ハブ局：　　φ3m級設備　　　　　　　3千万円×2局

Aクセス局：φ50cm級設備　　　　　2百万円×50局
サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円x1トラポン（圧縮後）＝6億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ◎ ○ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・日本側でのサポート体制の確立『

その他

・先方の国内通信用設備との共用の形態を採れば、受入れが容易と想定され

驕B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

一88一

フォローアップ
　センター

関連機関・企業

＼

遠隔監視　　　　　　　TV会議
ソフトのダウンロード

技術協カフォローアップシステム　概念図
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医療・福祉関係者の教育

分　野 医療・福祉

概　要 　医療・福祉関係者の教育に関して、同報性という特徴を持つ衛星を利用する
ｱとが最適である。本システムを利用した場合、指導者が全国の各病院又は診　　　　、

ﾃ所に赴き講習を行うことよりも経費を節減することができ、また、講習環

ｫ・場所により講習内容が変わることないため全国レベルでの看護婦・ホーム

wルパーなどのレベルの向上にも寄与できる。

@衛星の特徴である同報性を生かした遠隔教育システムは、医療・福祉分野に

ﾀられたものではなく、各種分野において利用されるシステムであり、全国ど

ｱでも均一なサービスを提供でき、回線設定の迅速性から需要に即応できると

｢う特徴を持っている。

想　定

?p者

送信者＝医療・福祉関係の教育機関等

�M者：全国の一般病院、看護婦やホームヘルパー

@　　　宅等

事業運

c主体

公的機関

必要時期 2～3年後

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

質問のためのインタラクティブ化

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局＝φ1．3m級設備　5百万円×10局

�M局：φ50cm級設備　5万円×5万局（病院／一般診療所、ホームヘルハ．一）

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料

@4千万円／送信地球局／年（1．5Mb／s単方向1回線終日利用を想定）

@　　　　　　　　　　　×10送信局（全国各地）＝4億円／年

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ○ ◎ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・単位認定制度の確立

その他

・医療・福祉分野に限らず広い分野で利用可能

一90一

1勺

秘

研修所等

国　　難　　　♪

ホームヘルパー宅∫

1
＼
1
＼
～

羅魁
！へ

病院等

臥

・睡劉

経魁

保健所・開業医

送受信局　アンテナ径1m以内

　　　芝

　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

医療・福祉関係者の教育システム
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医療福祉情報配信

分　野 医療・福祉

概　要 医療情報の地域格差解消を目的として、 首都二等の大学病院又は行政機関か

ら全国の病院又は一般診療所 （開業医）、 保健所などに、 最新の医療情報、新

薬、医療行政、 福祉情報などの情報番組を提供する医療 ・福祉情報ネッ トワー

クを構築することが考えられる。 この医療 巳 福祉情報ネッ トワークは、 最新の

情報を医療 ・福祉情報DBセンタに蓄積 圏 管理し、 全国に散在する病院 ・一ﾊ
診療所等において、 最新の医療情報又は学会情報などを即座に入手可能とな

る。このネットワークを活用するようにより予防医療体制や患者の症状に合わ

せた診断システムの確立並びに診断精度の向上や社会福祉の向上が期待でき

る。このような医療 ・福祉情報ネットワークの実現において、 同報性 ・広域性

を特徴とする衛星通信が、最も適している。

想　定 送信者： 大学病院や行政機関等 事業運 公的機関．

利用者 受信者： 全国の一般病院や一般診療所 （開業医） 営主体

必要時期 2～3年後
開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 なし 発 地球局

要 アプリ データベースの構築技術 体 アプリ 民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 送信局： φ 1～3m級送信地球局 5百万円×1 0局 （全国各地）

態及び需要 受信局： φ50 cm級受信地球局 5万円×2万局

サービス市場 衛星回線料

規模（年額） 4千万円／送信地球局／年（1 6 5Mb／s単方向1回線終日利用を想定）

x1 0送信局 （全国各地） ＝4億円／年
衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ 0 B

普及のため （1）コスト面の課題 ・コストの低減（約1／10）

の課題 （2）その他

■ 他のメディア （パッケージ、 ペーパー等） より経済性、 即応性、 利便性

等の面で優位性の確保が必要。

巳 日本の医師免許は更新性ではなく、 学習意欲の動機付けが弱い。

医療・ 福祉分野にかかわらず広い分野で利用可能

その他

一92一
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高速コン

ピュータ

　　　　　　医療・福祉情報DBセンタ

　　医療福祉情報配信システム
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遠隔医療サービス

分　野 医療・福祉

概　要 老人ホームの高年齢者や寝たきり老人、 また、 山間・ 離島や無医地区におけ
る病人などに対し、 自宅などにいながら診療を受けられる遠隔医療サービスへ

の衛星利用が考えられる。

山間 ・離島・ 無医村診療所又は老人ホームなどにおいて、 一時診療と して、

血圧検査 ・尿検査 ・心電図などのデータを衛星 1 SDN回線により指定病院に
収集し、 担当医が診療することにより、 健康体操、 健康法の紹介を行うことも
可能である。 さらに、衛星の高速 ・広帯域性を利用し、 高精細度画像により専
門医と診療所を結び、そのア ドバイスの下で診療したり、 また、救急の場合に
は、主治医のア ドバイスを受けながら、 宿直医が対応できることとなる。これ
により、 適切な治療を即座に実施できることが期待される。 また、 主治医が対
応できない場合には、全国の専門医と即座に接続することにより、 緊急医療を
実施できる。

想　定 大学病院など専門医のいる病院、 一般診療所、 老人 事業運 公的機関 ’

利用者 ホーム、 山間・ 離島などの無医地区等 営主体

必要時期 2～3年後
1

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 小型・ 軽量化 発 地球局 民間

要 アブ．リ 迅速な診断実施のための操作性の簡便化 体 アプリ 民間＋公的支援
素 ケーション （マン・マシンインターフェイスの向上） 制 ケーション

医療分野における情報端末の普及

セキュりティ技術

地球局の形 固定型： φ 1～3m級固定送受信設備 ＝ 5百万円×2万4千局
態及び需要 移動型＝ φ50 cm級車載型送受信設備 ＝ 5千万円× 5 0局 （各都道府県に

1台以上）

サービス市場 衛星回線料

規模（年額） 100万円／1局／年（lSN1500により30分／人の診察を想定）

×2万局 （病院・一般診療所） ＝2000億円／年
衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ○ ◎ ○ A
普及のため （1） コスト面の課題 ・システムコスドの低減 （約1／10）
の課題 （2） 制度面の課題 ・現在は患者と対面した直接診療が原則

・遠隔診断支援時の保険請求の可否

・税制面での公的支援

その他

一94一
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遠隔医療システム
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救難・医療システム

分　野 救難・医療

概　要 　遭難者（山・海・内陸部の過疎地帯）などの救難システムとして、遭難者の

ﾊ置決め（GPSシステム又はそれに代わるシステム）や状況伝送が可能な移

ｮ体端末とその信号を受ける救急センター／医療機関の合同による救急医療支

㏍Vステム。

@ローカルな気象情報の放送なども提供。

想　定

?p者

船舶、登山者、ヨット／小型漁船所有者 事業運

c主体

民　間

必要時期 従来のシステムに代わり得る特徴を持った次世代システム

衛　星 なし 衛　星

地球局 小型・携帯化 地球局 民間
開
発
要
素

アプリ

Pーション

なし

開
発
体
制

アプリ

Pーション

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信設備（映像圧縮装置付き）　　3億円×30局

�M局：φ20cm級送受信設備（小型携帯端末）　　20万円×1σ00局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円x（1／3）トラポンニ2億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ◎ ◎ ◎ A
普及のため

ﾌ課題

・単一サービスでは拡張しないので、他のサービスと複合したシステムが望ま

@しい

E衛星回線料及び端末の価格の低下が必要。

その他

・レジャー情報・気象情報・道路交通状況データサービスと複合したシステム

E可搬型又は移動地球局を含む　　　　　　　　　　　、

E既存のシステムを越えた国際的なネットワーク構築も可能
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データベース検索システム

分　野 研　　究

概　要 　研究開発設計部門で、，国内外の技術動向・文献、国内外の学会活動、特許情
�A基礎科学部門情報（先端的基礎科学情報）、応用部門情報などの検索を行　　　　、

､を支援するシステム、また、拡張をして、一般ユーザーからの電子新聞・図

曹ﾈどの検索サービスや、資料の在庫確認と受発注管理、テレビショッピング

剋x援するカタログ情報検索サービス及び受発注などへの応用も考えられる。

想　定

?p者

送信者：科学技術情報提供公的機関、事業者

�M者＝研究機関（公民）、学校、個人など

事業運

c主体

公的機関、民間’

@　　　　’
必要時期 放送型は、一部運用、需要動向の調査後判断

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

検索用データベース構築技術

沚�Vステムの開発（インタラクティブ化）

開
発
体
制

アプリ

Pーション

公的機関／民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局＝φ3m級送受信設備（映像圧縮装置付き）　　3億円×5局

�M局：φ50cm級双方向送受信設備　　　　　100万円×500：局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円×（1／3）トラポン＝2億円

@　ソフト：数十億円（推定）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ○ B

普及のため

ﾌ課題

・トータルシステム価格が廉価であること。

E需要方向を見極めて適用分野の絞り込みを行う。

E検索のための端末操作が容易であること。

E情報が迅速に入手でき、かつ、最新情報が提供可能であること。

その他

・その他のシステムにも応用拡大が可能　　　　　　　，

E国際通信に拡張することが望まれる
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大容量研究情報伝送システム

分　野 研　　究

概　要 　研究開発で大量データの授受が期待されることが多い。特に大型計算機で

fータの処理・解析・検討などを準リアルタイムで行いたいなどの研究テーマ

ｪある。

@大量データのため計算機媒体で輸送することが多いが、情報を衛星回線を利

pし国内はもとより国外とも伝送網を構築して、情報交換や研究協力を国際的

ﾉ進める。

i例えば、グローバルな環境監視データ、遠隔実験場の大規模実験データ、気

ﾛデータ研究など）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

想　定

?p者

公的研究機関 事業運

c主体

公的機関　｝

必要時期 近い将来

衛　星 衛星間通信、高速データ伝送技術 衛　星 国

地球局 高速データ伝送技術 地球局 国
開
発
要
素

アプリ

Pーション

高速データ伝送技術

開
発
体
制

アプリ

Pーション

公的機関／民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信設備　　　　　　　　　10億円×1局

�M局＝φ3m級送受信設備　　　　　　　　　10億円×1局

サービス市場

K模（年額）

現状予測が難しい

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ◎ B

普及のため

@の課題

国際協力の場での提案が望まれる

その他

国際通信で威力を発揮

一400一

稿（

研究所B

算センター／データサーピ

研究用大置データ伝送システム
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遠隔地からの投票

分　野 行 政

概　要 投票日が日／祝祭日の場合、 投票日は有権者が行楽等のレジャーを優先
するケースもあると想定され、 これをある程度回避するための方策とし
て、投票所を特定の場所に限定せず、 他の投票所でも投票できるようにす
るとともに、 行楽地や駅・ 空港等に臨時の投票所を設置し、 有権者に対す
る投票機会の拡大を図ることが挙げられる。

そこで、 投票全体を司る投票センターと各投票所の間に衛星回線を設定
七、まず、 投票センターにある選挙人名簿データベースに各投票所からア

クセスすることにより有権者の確認を行う。 有権者は、 投票所に設置され
たディスプレイに表示される、 各有権者の選挙区に応じた候補者リストの

中から投票する候補者を選択する。その投票データは、 衛星回線により投
票センターに送られるとともに、 後で行われる投票データチェックのため
に、各投票所のデーターベースに蓄積される。

想　定 中央選挙管理会、 選挙管理委員会及び有権者 （在外 事業運 中央選挙管理会

利用者 邦人にも適用可能） 営主体 選挙管理委員会

必要時期 5年程度以内

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 なし 発 地球局

要 アプリ 信頼性及び秘匿性の高いシステムの開発 体 アプリ 国

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 投票センター： φ 3m級設備 3千万円×50局
態及び需要 投票所： φ 1m級設備（可搬局） 5百万円×55千局
サービス市場 衛星回線料：6億円×1トラポン＝6億円

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ O ◎ B
普及のため ■ 投票日以外の利用（例えば、 災害対策／遠隔医療／教育／電子図書館）が

の課題 導入決定の鍵

口 投票の電子化により、集票作業が著しく軽減される。 ＼

その他

一り02一

構¢

稿

名簿照合結果

名簿照合要求

投票結果

選挙人名簿DB

、

臨時投票所

投票データDB

＼　投票センター

候補者リストDB

名簿確認用端末

投票所

○

投票データDB

　投票端末

○

「遠隔地からの投票」　概念図
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地球観測情報配信システム

分　野 行政・研究

概　要 　人工衛星により地表や海面、大気等の各種環境を観測する衛星リモートセン
Vングが広く行われているが、気象衛星以外はその観測成果が十分に生かされ　　　　、ていないのが現状である。その原因の一つは、データの受信場所と利用場所が

｣れており、受信した情報をリアルタイムで解析・伝送することが、ほとんど

sわれていないということが指摘されている。

@そこで、衛星通信の同報性、広帯域性を生かし、各地に設置された受信・解

ﾍを行うデータ解析センターで処理したデータを、利用者である地方自治体の

�黷竢o先機関、研究機関に対して配信するのが本システムである。

@なお、リモートセンシングデータの具体的用途としては、森林管理、耕地利

pや作物の生育状況の把高等による農業振興、海水温等の把握による漁業振

ｻ、災害防止、教育等が考えられる。

想　定

?p者

送信者＝各地の地球観測データ解析センタニー

�M者：都道府県庁、市町村役場、学校・研究機関等

事業運

c主体

公的機関　　　　　～

必要時期 今後2年程度以内

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

地球観測データ解析技術、データ利用技術

開
発
体
制

アプリ

Pーション

公的機関／大学

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送信専用設備　　　　　　　　　1億円×20局

�M局：φ30cm級受信設備 5万円×5000局
サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝6億円x1トラポン＝6億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ○ ○ ○ B
普及のため

ﾌ課題

・データ利用技術の確立

E受信側端末の操作の平易化

その他
、
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災害監視システム

分　野 行　　政

概　要 　複数の非静止軌道衛星を打ち上げて、各衛星に搭載したセンサにより、

寛梺n表面を監視する。観測データは、静止軌道に配置した中継衛星を経

Rし、地上に伝送される。地上局では、送られたデータ及び当該地域の直

O、若しくは過去の観測データとの比較処理等の結果を用いて、災害状況

ﾌ把握や予知研究等を行う。

fなお、衛星搭載センサによる観測を補完するため、地上や海上に各種観測

@器を配置し、そのデータを中継衛星経由で収集する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

想　定

?p者

気象庁等の公共機関

､究・学術機関

事業運

c主体

国

必要時期 速やかな構築が望まれる

衛　星 高性能センサー、衛星間通信 衛　星 国

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

災害状況把握のために必要な観測計画

ﾐ害予知技術

開
発
体
制

アブ．リ

Pーション

国／大学等

地球局の形

ﾔ及び需要

地上データ受信局（日本）：φ3m級設備　3千万円x2局

n上設置観測機器：φ20cm以下級設備　10万円×1千局

サービス市場

K模（年額）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ A

普及のため

ﾌ課題

・諸外国との協調・分業体制の確立。

その他

・開発途上国への機器設置に対する支援も必要となる。、
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災害監視システム　概念図
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電 子 図 書 館

分　野 行 政

概　要 電子図書館は、 デジタル化された情報を大量に蓄積したデータベースで

あり、 衛星通信の適用分野と しては、 次の二つが想定される。

まず、
、

各出版社から電子図書館への電子出版物の配信に、その同報性、

広域性が活用できる。電子図書館では、 受信したデータを蓄積するととも

に、その館内に設置された端末でも検索 ・利用を行う。

電子図書館から各家庭への配信についても、 その広域性から、衛星の利

用が望ましい。 ただし、各家庭からの検索要求は、 地球局の小型化のため

には、 電話回線等によることが現実的と想定される。 なお、電子図書館に

蓄積されたデータ項目をあらかじめ各家庭で把握するため、衛星の同報性

を生かし、 定期的にインデックス情報が各家庭に同報配信される。

想　定 送信者： 出版業界、 図書館・ 公民館等の公共施設 事業運 公的機関

利用者 受信者： 図書館・ 公民館等の公共施設、 個人宅 営主体

必要時期 今後2～5年程度以内

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 小型・ 軽量化 発 地球局 民間

要 アプリ 電子出版物のフォ・一マット統一 体 アプリ 民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 送信局： φ 3m級設備（出版社設置は送信専用） 3千万円x5局
態及び需要 受信局： φ30 cm級受信設備 10万円x40万局
サービス市場 衛星回線料：6億円×2トラポンニ12億円

規模（年額） 有償サービス： 200円×24回x40万局＝1 9億円 （新規出版物に対し）
衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可離1 耐災害性 1塵世総合
優位性 ○ ◎ ｝　｝c
普及のため 纏 電子出版物の著作権の在り方について整理が必要

の課題 ■ コンテンツの充実

・デモンス トレーションの実施、 公共機関への設置による利用促進

鳳 受信側地球局については他のアプリケーションとの共用が可能である

その他

一礒QS一
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へ

出版物配信

出版社

　　　　　　　　インデックス情報同報配信
　　　　　　　　　　　指定出版物送信

電子図書館 　　　　　　家庭・教育施二

指定出版物送信要求

電子図書館概念図
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電力・ガスなどの公的企業における統合衛星通信システム

分　野 電力・ガス

概　要 　電力、ガスなどの公的な企業は、都市部における人ロ密集地域から山間部や
｣島などの人口密度の低い地域まで、全国にあまねくサービスを提供すること　　　　、

ｪ重要な役割である。このような企業においては、地上回線だけでなく衛星回

?�?pすることにり、電話などの連絡用回線だけでなく、静止画、動画、

fータなどの回線を統合的に管理、運用することが可能となる。

@（例）　・離島や、山間僻地など遠隔地事業所との通信回線の確保

@　　　　　　　・工事現場、災害現場からの映像情報の伝送

@　　　　　　　・社内放送の配信

@　　　　　　　・雨量テレメータ、放流警報、ダム監視情報の伝送

想　定

?p者

送信者：電力・ガスなどの公的企業

�M者：同上

事業運

c主体

民　間

必要時期 一部の機能については既に運用している企業がある

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

全国的な導管データの交信など、スケールメ

潟bトのあるアプリケーション

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民　間

地球局の形

ﾔ及び需要

主局、支社局　　＝φ5m（送受信）　　　3億円×1局x20事業者

uSAT局　　　：φ1m（送受信）　　　300万円×10局×20事業者

eレメータ局　　＝φ1m（送信）　　　　100万円×50局×20事業者

ﾔ載局　　　　　＝φ1．8m（送受信）　　　1億円×1局×20事業者

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円×1／2トラポン×20事業者＝60億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ◎ ◎ A
普及のため

ﾌ課題

・地球局設備の小型化、軽量化、低価格化

E回線料金を国際的な水準まで引き下げること

その他

・本システムは、電力・ガス分野に限らず、大学や研究機関などのネットワー

N構築にも応用可能である。

一1り0一
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金融・保険業界向け統合衛星通信システム

分　野 金融・保険

概　要 現在、 金融保険業界では、 本社からのアナログ映像配信を用い、下記の衛星

通信アプリケーションを提供している。
、

1）社内向け情報配信（社内ニェース、 新商品紹介、 マーケットニュース、 株式市場動向等）

2）社内 嘲 代理店教育（資格試験教育、 講演等）

デジタル映像技術の進展により、 現在1 トラポン帯域を必要とするアナログ

映像をデジタル化することが可能となった。 ここでは、 デジタル映像の積極的

な導入を推進すること、その結果生ずる トラポンの余剰帯域を、 以下のアプリ

ケーショ ンに適用することを提案する。

1）小形可搬局を用いる災害対策用VSATネッ トワーク

2）本店 口 支店間のデータ通信（データベースの共有化）

3）各社で共同利用するバックアップ地球局（データベースの待避）の設置

4）国内 ・海外ビームを持つ衛星を利用し、 国際VSAT網による海外支店と

のデータ回線構築、TV会議システムの導入

想　定 金融・ 保険業界 事業運 民間、 公的機関

利用者 （他の公的機関、 民間企業でも可） 営主体

必要時期 2年以内

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 なし 発 地球局

要 アプリ 各社共同利用データバックアップ地球局の運用 体 アプリ 民間

素 ケーション ソフトウェア開発 制 ケーション

地球局の形 φ 5m級本社局（x1）／バックアップ局（x1）、 φ1． 8mφ級支店局（x20）、

態及び需要 φ75cm級可搬局（x20）の合計約30億円（1社）、 x20社で600億円
サービス市場 衛星回線料：6億円／年x20 トランスポンダ＝1 20億円
規模（年額） 映像S／W＝1億円／年x20社 ＝ 20億円
衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ○ ◎ ○ ○ B

普及のため ■ 地球局コストの低減

の課題 圏 海外設置地球局の仕様の標準化、 免許手続きの明確化

● 本システムは、 金融・保険分野に限らず広い分野で利用できる。

その他
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トラック輸送管理システム

分　野 運輸・交通

概　要 トラックの輸送管理を行う衛星を利用したシステムは、 既に提供されてお
り、文字によるメ　　　　、

ッセージ通信と車両位置測位が行われている。本システムは

これを改良したもので、データ転送速度を高速化し、 音声、 静止画程度の映像

の送受信を行うことができるようにしたシステムである。

このシステムは、 従来のサービスに加え、音声による連絡、 地図による運行
指示、 周辺の道路状況、天気図等の情報の伝送を行い、 営業所一倉庫間では荷
受け、 在庫管理等の情報システム化をすることにより、 よ り高度な輸送管理を

行うことができるようにすることを目的とする。

想　定 各種運輸業 事業運 民　間

利用者 営主体

必要時期 できるだけ早い時期にサービス提供を開始

開 衛　星 より高出力な衛星の開発 開 衛　星 国

発 地球局 高精度な衛星追尾機能を備えた、 直径数十cm 発 地球局 民間
要 程度の移動体用アンテナの開発 体

素 アプリ 高速移動通信に適したデータ伝送方法の開発 制 アプリ 民間
ケーション

ケーション

地球局の形 移動地球局 ：直径数十cm程度のアンテナと液晶モニタつきの小型送受伝局

態及び需要 50万円x10万台二500億円
固定地球局：VSAT 50万円x1000＝5億円
コントロールセンター：数億円×数局＝10数億円

サービス市場 6億円／トラポン／年×2トラポン＝12億円／年

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性可雛1 耐災害性 1繍倒総合
優位性 ○ ◎ ○ ◎ i ○ l　iA
普及のため 6 トラックに取り付ける小型アンテナと送受信機のコストダウン

の課題 3 移動局からの通信に関する技術条件の制定や免許の簡略化等

本システムは、 トラックだけではなく、長距離バス等の運行管運にも利用す

その他 ることができる。
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船舶、航空機に搭載する衛星放送受信システム

分　野 運輸・交通

概　要 航空機での映像プログラムの提供サービスの現状は、 テープによるプログラ

ムの繰り返し放映である。乗客には、 選択の余地が無く、 頻繁に利用する路線

では同じプログラムを何度も見ることになる。 また、 現地の最新のニュースを

知ることができない、便によっては、使用言語が合わない等の問題点もある。

これらの問題を解決し、さらに充実したサービスを提供するために、 通信衛

星を使用して、 移動中の船舶、 航空機の乗客に最新のニュース、映画等の映像

プログラムを送信する。特に、 船舶及び長時間の搭乗となる航空機路線での有

効性が期待される。

また、 パイロツ ト側にも、 詳細な映像やデータ を伴った気象情報など、安全

航行のための情報提供をする。

想　定 航空会社、 旅客船会社 事業運 民　間

利用者 営主体

必要時期 なるべく早い時期にサービスを開始する

開 衛　星 より高出力な衛星の開発 開 衛　星 国

発 地球局 高精度な衛星追尾機能を備えた移動体用小型ア 発 地球局 民間

要 ンテナの開発 体

素 アプリ なし 制 アプリ

ケーション
ケーション

地球局の形 固定地球局 ＝アンテナ径数mの地球局 数億円×数局

態及び需要 移動地球局 ：高精度な衛星追尾機能を備えた小型受信機 数百万×数千局

サービス市場 衛星回線料：6億円×1／6 トラポン＝1 億円／チャンネル
規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ◎ ○ A
普及のため 移動領域が広いため、複数の衛星による、 国際的なサービス体制作りが必要で

の課題 ある。 プログラムの内容に対しての国際的な合意も必要になる。

、

受信機さえあれば陸上でも受信することができ、 地上でのサービスと共用でき

その他 るという利点もある。
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航空機から取材中に画像伝送するシステム

分　野 運輸・交通

概　要 　従来の航空機からの無線中継は、地上系の電波を利用して行われてきた。ま

ｽ、現在でも、SNGとして、地上の車両から衛星を利用した中継は行われて

｢る。

@衛星を利用することにより、さらに自由度が高く、移動範囲の制約を受けな

｢中継を行うことができる。また、GPSと組み合わせることで正確な位置情

�ﾌ伝達を行うことができる。

想　定

?p者

マスコミ関係 事業運

c主体

民　間

必要時期 できるだけ早い時期に利用を開始する　　　　　　　　　　　　　　i

衛　星 とりあえず現状の衛星で可能 衛　星開
発
要
素

地球局 衛星を正確に追尾できる小型で軽量な衛星送受

Mシステムの開発

開
発
体
制

地球局 民間

アプリ

Pーション

なし アプリ

Pーション

地球局の形

ﾔ及び需要

固定地球局＝アンテナ回数mの地球局　数億円×数局

ﾚ動地球局：高精度な衛星追尾機能を備えた小型送受信機

@　　　　　数干・万円×数10局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝6億円×1／6トラポン＝1億円／チャンネル

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ○ ◎ ◎ ○ A
普及のため

ﾌ課題

＼

その他

・新たな衛星の開発については「移動体SNGシステム」（46ページ）参照
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統合新聞情報伝送システム

分　野 新聞・放送

概　要 新聞紙面伝送、 取材情報の集約拠点への伝送及び現地で必要な情報を端

末からデータベースにアクセスする等の新聞業務に必要な情報を伝送する

　　　　、搓㏍Vステムである。

取材情報素材の伝送については、取材記者は携帯型あるいは車載型の地

球局端末を携行し、これにより入手した情報を衛星を介して、情報集約拠

点に伝送する。 また、現地で情報が必要な場合には、 地球局端末により本

社のデータベースにアクセスし、 情報を入手できる。

さうに、 新聞紙面伝送については、 決められた時間帯に優先的にチャネ

ルを使用できるような≠ヤネル配置を行い、 チャネルの有効利用を図る。

本システムで提供できるサービスとして、 新聞紙面伝送の他、 音声通

話、ファックス、 データ等が考えられる。

想　定 新聞社及び通信社 事業運 民　間．

利用者 営主体

必要時期 今後2年程度以内

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 ノートパソコン程度の小型地球局 発 地球局 民間

要 アプリ なし 体 アプリ

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 大型局 （本支社に設置） ：　φ 3m級設備 3億円×10局
態及び需要 小型局 （地方支局に設置） ：φ1m級VSAT 100万円×100局

醒

移動局 （可搬又は携帯） ： 可搬型地球局 10万円x5000局
サービス市場 衛星回線料＝6億円x1／6トラポン＝1億円

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ○ ◎ ○ ◎ ○ A
普及のため 麗 操作の容易化

の課題 、

腫 国境を超えた伝送も考えられ、 その場合、 技術的及び運用上の国際的な基準

その他 作りが望まれる。
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統合番組素材伝送システム

分　野 新聞・放送

概　要 　デジタル映像伝送、取材情報の集約拠点への伝送及び現地で必要な情報を端
魔ｩらデータベースにアクセスする統合システムである。　　　　、

@取材情報伝送については、取材記者は携帯型あるいは車載型の地球局端末を

g行し、これにより入手した情報を衛星を介して、情報集約拠点に伝送する。

@また、現地で情報が必要な場合には、地球局端末により本社のデータベース

mアクセスし、情報を入手できる。デジタル映像伝送システムは、テレビ局で

g用され、SNG、素材伝送に使用される。

想　定

?p者

放送事業者等 事業運

c主体

民　間

必要時期 今後2年程度以内

衛　星 なし 衛　星開
発
　
　
要
素

地球局 ノートパソコン程度の小型地球局

fジタル映像伝送SNG

開
発
体
制

地球局 民　間
、

アプリ

Pーション

なし アプリ

Pーション

地球局の形

ﾔ及び需要

大型局（本社に設置）　φ3m級設備　　　　3億円×10局

rNG局：　　　　　　　　　　　　　　　　5000万円×100局

ﾚ動局（可搬又は携帯）：　可搬型地球局 10万円×1000局
サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円×1トラポン＝6億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・小型地球局の開発

E操作の容易化

その他

・国境を超えた伝送も考えられ、その場合、技術的及び運用上の国際的な基準

?閧ｪ望まれる。
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移動体SNGシステム
分　野 移動体通信

概　要
　現在、可搬局や車載局による静止中のSNG（SatelIite　News　Gathering）が広く行われているが・移動中の車両からのSNGは衛星追尾のため比較的小　　　　、口径のアンテナを利用する必要があり、電柱など小さな障害物によっても映像が乱れたり、高精細度テレビジョンへの適用が困難なのが現状である。そこで、下記仕様の高感度SNG専用アンテナ搭載静止衛星を用いて、一次業務への与干渉を抑えつつ移動体地球局の小型化・低コスト化を実現する移動体SNGシステムを提案する。　1）ビーム直径を200～500Km程度と．した高感度スポットビームを1～

@2個衛星に持たせる。

Q）上記スポットビームを可動とし、特定イベント、災害時等に発生する特定

@場所へのトラフィック集中に対処する。

R）衛星には円偏波を採用し、 移動体地球局側の偏波追尾を不要とする。

想　定

?p者

NHK、’民放、　NTT、　KDD、二種事業者等 事業運

c主体

民　間．

必要時期 今後3年程度以内

衛　星 直径2～3mの可動ビームアンテナ 衛　星 国

地球局 なし 地球局

開
発
要
素

アプリ

Pーション

なし

開
発
体
制

アプリ

Pーション

地球局の形

ﾔ及び需要 受信局：既存のKu帯地球局（φ5～7m）を使用する。

送信局：φ1m以下の移動体送信地球局（映像圧縮装置付き）1億円×260局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円×1／4トラポンx20ユーザ＝30億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合
衛星の

D位性 ◎ ◎ ◎ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・移動体SNGシステムの被干渉対策（高感度化のため干渉に弱い）■SNG専用周波数帯の制定等の検討（VSATとの共用も含め）を要する。

その他

・本システムは、放送衛星（BS、　CS、又はBS／複合衛星）に適用すれば効

ﾊが大。日本全国ビームとの結合による同報配信が可能となる。
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電子新聞衛星放送システム

分　野 マスコミ・放送

概　要 　新聞社でスクランブルされた新聞データを、新聞社に設置された地球局から

q星を介してデスクランブラを装備した受信設備を持った契約者に直接配信す

驕B

想　定

?p者

送信者＝電子新聞放送事業者

�M者：個人宅等

事業運

c主体

民　間

必要時期 2～5年程度以内

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

電子紙面の編集及び提示方法

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民　間

地球局の形

ﾔ及び需要

大型局（本支社に設置）：　φ3m級設備　　　　3億円×4局

�M設備＝　　　　　　　　φ30cm級　　　　5万円x400万局
サービス市場

K模（年額）

受信契約料：2000円／月×12か月×400万＝960億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ◎ ○ ○ ○ A
普及のため

ﾌ課題

・新聞紙から電子画面への変更に対する違和感の緩和（見やすく場所を取らな

｢安価なディスプレイ装置の開発等）

その他

・外国や船舶等移動体への配信も考えられる。
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センター局

綴集センタ

受信局

ガ，鍵

パソコン

表示装置

印字装置
等

電子新聞衛星放送システム
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野　外　レ　ジ　ャ 通　信

分　野 娯 楽

概　要 RV （レクリエーショナルビークル） 人気に伴い野外レジャーが普及してき
たが、 移動衛星逼信により目的地あるいは移動中の車内で各種情報取得ができ

、

る。例えば、目的地周辺の詳細地図や最寄りのガスステーショ ン営業情報入手

して安心してドライブを楽しませることができるし、 通信カラオケを用いてア

フターファイブを盛り上げることも可能である。

さらに、 衛星通信の利点として、どんな山奥でも利用できるのでキャンプ場

など、 従来考えられなかったような環境での利用が見込まれる。装置の面で

は、現状ノートパソコンを使っての利用となるが、 専用の小型機器が開発され

れば野外キャンプや観光バスなどでの利用促進が期待される。

想　定 幅広い年齢層に受け入れられるが、特にカラオケは 事業運 民　間

利用者 若年労働者層での利用が多いと推定される。 営主体

必要時期 今後2年以内

開 衛　星 高出力化 開 衛　星 国

発 地球局 超小型化 （ノートPC付属品） 発 地球局 民間

要 アプリ GUlソフトウエア及びデータライブラリ 体 アプリ 民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 超小型地球局 10万円×5000局
態及び需要

サービス市場 情報アクセス料＝ 20円×240万回＝4． 8千万円
規模（年額） 有償サービス料：100円×120万回＝1億2千万円

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ○ ◎ B

普及のため 情報の著作権の在り方について整理が必要

の課題 情報提供サービスの充実

デモンス トレーショ ンを交えた普及活動

小型化を考えなければ既存の移動体衛星通信システムを用いてデモ可能

その他
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ホテル向け小容量電話回線

分　野 グローバル衛星

概　要
　開発途上国などの通信インフラが整備されていない場所でホテルを建設する場合、電話回線をいかに確保するかが非常に重要である。全世界をカバーする　　　　、非静止通信衛星による通信サービスを利用すれば、非常に低コストで電話回線を確保することができる。ホテルの屋上などに無指向性アンテナを設置して、1ユニットで複数回線を提供できる端末に接続し、さらに、PBXを経由して

e部屋の電話に接続することにより、ホテルの客室の電話で世界各地と通話が

ﾂ能となる。

想　定

?p者

ホテル 事業運

c主体

民　間，

必要時期 今後3年以内

衛　星 グローバル電話サービスを提供できる衛星 衛　星 民間開
発
要

地球局 PBXとの組み合わせが可能な地球局端末 地球局 民間

・素

アプリ

Pーション

なし

開
発
体
制

アプリ

Pーション

地球局の形

ﾔ及び需要

地球局：棒状アンテナによる地球局

サービス市場

K模（年額）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合
衛星の

D位性 ◎ ◎ ◎ A
普及のため

ﾌ課題

その他

・今世紀末実用化予定の非静止移動衛星通信システムを利用する。
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ホテル
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RF　モデム

yースパン◎

多回線端末

各部屋へ

ホテル向け小容量電話回線
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国　　際　　共　　同　　設　　計

分　野 建　　設

概　要 　経済のグローバル化に伴い企業間の国際共同プロジェクトが増大している。
嚼ﾝ分野においても、海外企業との共同設計を行う場合に大量の設計データを　　　　、

竄閧ﾆりしたり、テレビ会議を利用して共同検討を行うなど、衛星通信を利用

ｵたマルチメディアコミュニケーションが考えられる。

想　定

?p者

送信者：国内外の建設会社及び設計事務所

�M者：国内外の建設会社及び設計事務所

事業運

c主体

民　間

必要時期 近い将来

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

映像、静止画・音声・データ等のマルチメディ

Aを利用したテレビ会議システム

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信局（映像圧縮装置付き）　　3億円×10局

�M局：φ3m級送受信局（映像圧縮装置付き） 3億円×10局
サービス市場

K模（年額）

衛星回線料：6億円×1／2トラポン＝3億円

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ○ ○ C
普及のため

ﾌ課題

・衛星通信料金の低廉化

その他

・本システムは大量のデータ伝送を伴うマルチメディア会議iシステムとして、

嚼ﾝ分野に限らず広い分野で利用できる。
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＼

設 十昌冒
ロ

会 議

分　野 製造・流通

概　要 　研究開発・設計部門・製造部門が、国内でも遠地点に分散しており、最近

ﾍ、海外進出や異種企業間との共同研究開発が増加する傾向にある。各部門の

ﾆ務の効率化を図るために、衛星通信を利用した研究開発会議が、時間や経済

ｫからも有利である。

@設計会議を有効に進めるためにも、色々な設計のためのツールを設備して、

?cを効果的に進めることが可能となる。

@多地点を結んだ会議を構築できるので、学会開催、セミナー国際会議の開

ﾃ、教育など、巾畠広い応用が考えられる。

想　定

?p者

公的研究機関、学会、民間 事業運

c主体

公的機関、民間

必要時期 一部の機能については既に導入されている

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

臨場感を持った表示技術

開
発
体
制

アフ．リ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信設備（映像圧縮装置付き）　　3億円×30局

�M局：φ50cm級送受信設備　　　　　　　　100万円×600局
サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝6億円×10トラポン＝60億円

¥フト＝会議なのでソフトに占める経費は僅少

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ○ C

普及のため

ﾌ課題

衛星回線料、端末を含めたシステムの低価格化

Vステムの拡大（海外を含め）、共同利用、機器の標準化

その他

・双方向情報の伝送に、その他のシステムの応用が考えられる。

E上り回線に地上網を活用するシステムも考えられる。

E国際通信への拡張も考えられる。
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商品企画・説明会・コンサルタント・教育

分　野 製造・流通

概　要 　企業では、各種の商品企画立案、商品説明会、民間ユーザーからのコンサル

^ントなどについて、広報を含めて実施している。社内でクローズしている業

ｱと一般』一ザーまでの幅を広げた業務とがあるが、ここではそれらを含めて

搓Lく利用するシステムとして考える。したがって、システムは廉価であるこ

ﾆが必須であり、上り回線は地上網を利用する。

想　定

?p者

民間、一般者（加入） 事業運

c主体

民　間

必要時期 既に運用

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

衛星通信による商品企画説明手法の確立

開
発
体
制

アフ．リ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信設備（映像圧縮装置付き）　3億円×30局

�M局：φ3m級送受信器　　　　　　　　　　　30万円×1000局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料　：　6億円×4トラポン＝24億円

¥フト：200万円×60本（1システム）×30（システム）＝・36億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ◎ ○ ○ ○ A

普及のため

ﾌ課題

衛星回線料、端末機器の低価格化

?p範囲を拡大

その他

その他の応用が考えられる。

総ﾛ通信への拡張も可能
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昌、昌◎

下愚⑬費

＃1ユーザー

回線制御綬

2ユーザー周 ＃3ユーザ・一局　・。・。・。・。・…　　髭nユーザー局

　　　　　　謬

　　　　　　£

昌、昌
留＠實

各

国
齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　商品企画・コンサルタントセステム（倒）

注1；センター局と＃1ユーザー局が同一の埆含もある。センター局は本システムの中心をなし運営をスムースに進行する機能を持つ。
注21音声回線は地上回線を淫して行う場合もある。制釦回線は禰墨回練・地上回糠とモれそれある。映傑・音声回線は帯域圧絡技術を用いている。
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、

店舗用企業内衛星通信ネットワーク

分　野 流 通

概　要 全国展開した複数の軍社、 支店、店舗 （子局） と本社 （親局） の間でVSA
Tを使った衛星通信ネットワークを構築し、 映像、 音声、 電話、ファクシミ

リ、データ等の送受信を行う。 アプリケーションは、以下のものが想定され
る。

①動画系 （片方向）

・営業力強化を目的とした重点販売商品や新商品の説明、 売場つく りの指

導。

・人事、 広報ニュースや社員教育、お一様への情報提供。

②データ系（双方向）

・POS情報の集信とPOS用商品マスターの配信
・クレジットのポジティブチェック

③電話系 （双方向）

・専用線による電話、電話会議、 ファクシミリ

想　定 全国展開したスーパー、メーカー系列販売店 事業運 民　間

利用者 営主体

必要時期 一部の機能については既に実運用中

開 衛　星 なし 開 衛　星

発 地球局 なし 発 地球局

要 アプリ より一層のマルチメディア化した利用ソフ ト 体 アプリ 民間

素 ケーション ウェア 制 ケーション

地球局の形 親局＝φ 5m級送受信局（映像圧縮装置付き） 3億円×10局

態及び需要 子局＝ φ1．2～1．8m級VSAT送受信局 200万円〆1000局

サービス市場 衛星回線料：6億円x1／4トラポン×10局＝15億円

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ○ B

普及のため
咀 トラポンの利用効率を高めることによるラン：ニングコス トの低廉化。

の課題
■ システムを規格化し、大学や学習塾との共用化。

・メーカー系の代理店教育VSATネットワークとのクロスネット。

■ 日本国内に限らず、全東南アジア地域に普及 ■ 展開が可能。

その他 ・広域のLAN－WAN－LANの構築が可能。
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小売店支援用衛星通信ネットワーク

分　野 流　　通

概　要 　小規模な専門小売り店向けに多品種の商品データ、売れ筋情報、在庫デー

^、受発注の物流管理など、小売店支援サービスを衛星回線と地上回線により

sう。

@衛星からは、全国の卸売業（拠点）或いは直接小売店に専門の商品データを

_ウンロードし、小売店は地上回線により、最寄りの拠点にアクセスして仕入

黷ﾈどの受発注管理を行う。

@なお、将来電子決済などのアプリケーションも考えられる。

想　定

?p者

コンビニエンス店、医療品・アパレル等の専門店

S国のCD・書店、メーか、卸売業、地域小売店

事業運

c主体

民　間

必
要
時
期
，

近い将来

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

電子決済を行うための鍵管理

開
発
体
制

アブll

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m三三受信局（多重装置付き）　　2億円×10局（10業種）

�M局＝φ50cm級受信局　　　　　　　　　30万円×1000局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝6億円×1／16トラポン×10局＝3．8億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ○ ◎ C
普及のため

ﾌ課題

・メーカー、卸売業、地域小売業間のコンセンサス。

E地上回線による現状の小売りVANネットワークより高いサービス内容と安

｢料金体系。

その他

コンビニエンス店では、本社との間で双方向通信によるPOSデータの集配

M、クレジット・チェックも可能。
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農産物遠隔監視・診断

分　野 農　　業

概　要 　農産物の輸入自由化や農家の後継者不足などにより、農業分野では生産性の

?繧竝ui質な農産物の生産が求められている。衛星通信を利用して、農産物

ﾌ育成状涜を映像やデータを通じて遠隔監視を行ったり、病害虫や成育に関す

髏f断やアドバイスを農業試験場などから得ることにより、高度で効率的な生

Yが可能になる。・

想　定

?p者

送信者：農家

�M者：農家、農業・畜産・果樹・野菜・憎憎憎憎試験場

事業運

c主体

自治体や国ある

｢は農協等

必要時期 近い将来

衛　星 なし 衛　星

地球局 小型・軽量化 地球局 民間
開
発
要
素

アプリ

Pーション

農産物の育成状況の判定法やセンサーの開発

開
発
体
制

アプリ

Pーション

公的機関／民間

地球局の形

ﾔ及び需要

送信局：φ3m級送受信局　　（映像圧縮装置付き）　　　3億円×50局

�M局：φ30cm級送受信局（映像圧縮装置付き）　500万円×100局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝6億円×1／6トラポン＝1億円

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性
ρ

◎ ○ C

普及のため

ﾌ課題

・衛星料金・端末価格の低廉化

E送受信端末の操作の平易化

その他
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災 害 対 策

分　野『
《くく　　　宝火　　　　ロ

概　要

とが今後の課題である。

　阪神・淡路大震災の教訓にもあるように、災害時における大束回線の確保や

qｬ・高信頼性の情報転送網を構築することが急務となっている。特に、大災

Q発生時iこは、数千回線の臨時公衆電話等が必要となり、緊急時における衛星

ﾌ使用が期待されている。

@災害時においては、適切な救援活動を行うために、被災地の災害情報・被災

ﾒの安否情報等を即座に収集する必要がある。そのような情報を災害情報セン

^に集めて蓄積するとともに、全国の災害情報センタ、避難所・警察・役所等

ﾖ逐次配信する災害対策システムも高速・高帯域アプリケーション例の一つと

ｵて考えられる。

@なお、災害対策システムとしては、災害時・緊急時における利用であるた

ﾟ、頻繁に利用するものではない。そのため、衛星通信システムの有効利用を

lえると、平常時には企業内システムとしτ本システムを積極的に利用するこ

想　定

?p者

送信者：災害発生場所（全国）

�M者1全国の災害情報センタ等

事業運

c主体

公的機関

必要時期 2～3年後

衛　星 なし 衛　星

地球局 小型・軽量化 地球局 民間
開
発
要
素

アプリ

Pーション 被災情報

数千回線程度の臨時電話が設定可能なシステム

@　　　・安否情報の蓄積

開
発
体
制

アプリ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要 受信局　φ1～3m車載型地球局

送信局：φ1m程度のポータブル型送受信地球局　1千万円×50局

@　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　5千万円×10局

サービス市場

K模（年額）

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ 、◎ ◎ ◎ A

普及のため

ﾌ課題

・災害時の円滑な運用を考慮した平常時運用法の確立

E平常時と災害時の切り替え方方法など　　　　　　・

その他
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災害時の安否情報放送

分　野 災害（放送）

概要 　阪神・大震災では、被災者や行方不明者の安否に関する問い合わせや情報提
氓ｪ、放送局へ多数寄せられた。放送局では、これらの情報を地上や衛星の電

gを通じ’ﾄ放送してきた。しかし、地上ネットワークの場合、被災地の放送所

ﾝ備も被害を被っており、情報の入手が困難となる可能性がある。

@本システムは、放送衛星や通信衛星のデータチャンネルを利用して、災害時

ﾌ被災者の安否に関する情報などを提供するものである。安否情報は、視聴者

ｩらの電話やパソコン通信、インターネットなどを通じて収集し、自動的に放

莱譁ﾊを制作し送出する。

想　定

?p者

送信者：放送事業者、公的機関

�M者：一般視聴者

事業運

c主体

民間など

必要時期 早急に構築することが望ましい

衛　星 なし 衛　星

地球局 なし 地球局
開
発
要
素

アプリ

Pーション

安否情報収集・送出システム

開
発
体
制

アブ．リ

Pーション

民間

地球局の形

ﾔ及び需要

主局、’ 寞ﾇ　　　＝φ5m程度（送受信）　　　　　　3億円×3局

�M局　　　　　：φ45cm～60cm（受信）　　　　　2万円×100万局

サービス市場

K模（年額）

衛星回線料＝随時利用のため算出不能

同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合衛星の

D位性 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ A

普及のため

ﾌ課題

・全国の主要自治体へ受信設備を無償貸与することが考えられるロ

その他

・安否情報の収集にも、衛星回線を利用することも可能。

E危険分散のため、主局だけでなく、自局にも制作体制を整備することが望ま

@しい。
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臨躍瓢一、

統合デジタル放送（iSDB）

分　野 放 送

概　要 放送波のデジタル化は、衛星や地上など伝送路 （メディア） を中心としたデ

ジタル放送として研究開発が行われている。 しかし、 将来のデジタル放送像を
、

考えた場合、それぞれの放送システムが独立して存在するのではなく、 メデイ

アの特性を生かした役割分担を行い、高度な放送システムを創りあげることが

重要である。 1 SDBは、 このような概念の下、 様々な放送メディアを統合

し、多種多彩なサービスを提供するデジタル放送システムである。

【サービス例】

2．6GHz帯衛星放送 ：移動体音声放送、 交通情報 （かナビゲーションテ㌧タ放送）

21GHz帯衛星放送 ：立体TV、 スタジオ品質ハイビジョン、

映像双方向サービスなど

想　定 送信者 ：放送事業者 事業運 民間

利用者 受信者 ：一般視聴者 営主体

必要時期 2007年ごろ

開 衛　星 高出力 ● 広帯域中継器、大型アンテナ 開 衛　星 国／民間

発 地球局 受信局 ： 高速信号処理技術、 移動受信技術 発 地球局 民間

要 アプリ 立体放送システム、 双方向システム 体 アプリ 民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 主局、 副司 ：φ5m程度（送受信） 3億円×3局×2システム

態及び需要 受信局 ： φ45cm～60cm（固定受信） 10万円×100万局

：携帯受信端末 3万円×100万局

サービス市場 衛星回線料：6億円×1トラポン×2システムニ12億円

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ A
普及のため 鵬 受信機の小型化 ・低価格化。

の課題

その他
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一

カーナビゲーションデータ放送システム

分　野 放送 （運輸・交通）

概　要 GPSと組み合わせたカーナビゲーショ ンシステムの普及が進んでいるが、

使用される地図情報等がCD－ROM等により供給されていることから、道路の建設

によるルー ト変更や工事による一時的な通行止めなど、 最新の情報を利用する

ことが不可能な状態にある。

カーナビゲーションデータ放送では、 マルチビーム衛星を用い、 衛星の各

ゼームエリアの最新の地図情報、 現在の交通規制 冒 混雑情報、 気象情報等、車

両運行に必要なデータを常時く り返し放送．し、 車両ではその情報をメモリーに

蓄積することによって、より円滑な車両運行を行うものである。

併せて、 駐車場の空き情報や、 観光地・ 旅館の案内などの情報も送ることが

できる。

想　定 送信者： 各道路管理者、交通監視センター 事業運 公的機関

利用者 旅行代理店、等 営主体

受信者＝ 輸送関連事業者、個人

必要時期 2005年
開 衛　星 数十のビームを有するマルチビーム衛星 開 衛　星 国／民間

発 地球局 受信局： 車載用平面アンテナ 発 地球局 民間

要 アブll 放送情報内容の削減（車両受信局との機能分担） 体 アブ．ll 民間

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 送信側： φ 3m級送信設備 3千万円×20局
態及び需要 受信側： φ20 cm以下受信設備 10万円×10万局
サービス市場 衛星回線料：6億円×1トラポン＝6億円 （全ビーム合計）

規模（年額）

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ A
普及のため ■ 情報プロバイダの育成

の課題

その他
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衛星間通信による日本／欧州間国際通信

分　野 国際通信

概　要 日本と欧州との間の衛星通信は、 東京から直接イン ド洋衛星にアクセスでき

ないため（仰角が、 5度以下）、 特に、映像伝送時に不便である。 一方、 国内で

は、 放送島関連がSNG用途に民間衛星を積極的に利用しており、地球局の大

多数は国内衛星を向いている。 そこで、 東京と欧州との情報伝送量の拡大のた

め、 次期国内衛星とインド洋上の次期欧州地域衛星若しく はインテルサツ ト衛

星との間で衛星間通信を行い、 静止衛星2個を経由 した衛星伝送路の形成を実

現する。

想　定 電気通信事業者、 放送事業者、 番組プロバイダ 事業運 民　間

利用者 営主体

必要時期 今後3～5年程度以内

開 衛　星 ミリ波帯若しく は光衛星間通信技術 開 衛　星 国／民間

発 地球局 高効率デジタル映像信号圧縮／多重化技術 発 地球局 民間

要 アフ．リ なし 体 アプリ

素 ケーション 制 ケーション

地球局の形 日本側、 欧州側とも現有Ku帯地球局設備を利用できるように衛星側を設計す

態及び需要 れば経済的。回線需要が広がれば、 日本側／欧州側で5～1 8m級地球局（1～

3億円／局） X1 0局、計10～3 0億円程度の設備需要が見込まれる。

サービス市場 衛星回線料＝6億円x1／4トラポンx20回線＝30億円／年

規模（年額） 番組ソフト＝0． 2～0． 5億円x100こ組＝20～50億円／年

衛星の 同報性 広域性 構築の迅速性 広帯域性 可搬性 耐災害性 経済性 総　合

優位性 ◎ ○ ◎ ○ A

普及のため ● 欧州衛星事業者、 インテルサッ トとの国際協調、 衛星間通信技術の共同開発

の課題 ■ 衛星上アンテナの相手衛星精密追尾技術の開発

■ 衛星間通信区間によるC／N低下に対する対策

■ 新規国内衛星の標準仕様の制定 （衛星調達コス トの低廉化）

露 衛星回線使用料金の低廉化

■ 本システムは、 映像伝送に限らず多様な使い方が想定され、 場合によっては

その他 PKOの情報伝達手段としても有効である。
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ロ伊凡

「要素技術課題」は、システムを実現する上で必要な要素技術を列挙した。（1）

「諸外国の取組み状況」の研究フェーズは、次のとおり示した。「我が国の取組み状況」

A：研究段階

B：開発研究段階

C：開発段階

（2）

「技術的難易度」は、次のとおり示した。，

A：非常に難易度が高くブレークスルーが必要な要素技術

B：難易度は高いが実現の可能性が大きい要素技術

C：既存技術の延長上で実現可能な要素技術

（3）

「研究開発リスク」は、次のとおり示した。

A：開発要素が大きく実用に際しては宇宙実証を必要とする等、研究開発リスクが大

　きい要素技術

B：開発要素は大きいが、技術実証は地上試験等で可能な要素技術

C：開発要素は比較的小さく開発リスクの小さい要素技術

（4）

（5）　「研究開発に必要な期間、経費、要員」は、実用化に要するおおよその期間、1年あた

　　りの経費及び要員数の目安を示した。
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電気通信技術審議会　宇宙通信開発委員会報告

1　審議事項

　諮問第79号「宇宙通信システムの将来像と今後の研究開発の推進方策」（平成

　7年1月23日付）

2　審謙体制

　平成7年2月10日の第1回委員会において、坂庭好一専門委員（東京工業大学

工学部教授）を委員長代理に指名した。また、委員会の審議に必要な基盤技術及び

アプリケーション開発に係る研究開発課三等の調査検討を行うため、　「基盤技術分

科会」及び「アプリケーション分科会」を設置し、主任に、内田國昭専門委員（通

信総合研究所宇宙通信部長）及び坂庭好一専門委員（東京工業大学工学部教授）を

それぞれ指名した。

　さらに、平成8年2月6日の第9回委員会において、委員会における審議の効率

化に資するため、答申案を取りまとめる「起草分科会」を設置し、坂庭好一専門委

員を主任に指名した。

　なお、委員会及び各分科会の構成を別紙1に示す。

3　審議状況

　審議状況は、別紙2のとおりであり、平成7年2月10日の第1回会合以来、こ

れまでに11回の委員会を開催して審議を行うともに、委員会審議を踏まえて、各

分科会において詳細な検討を行った。

　また、平成7年9月に委員会構成員を中心として海外調査（北米及び欧州）を実

施し、審議の参考とした。

　これまでの委員会審議の結果、答申案を取りまとめた。本答申案においては、各

委員から発表された「宇宙通信の現状と将来展望」及び「研究開発の現状と将来動

向」並びに関連する審議を基に、宇宙通信技術開発の現状及び将来像などについて

概括的な整理を行うとともに、当面取り組むべき研究開発、その推進方策及び特に

早急に実施すべき事項として提言を取りまとめた。
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宇宙通信開発委員会構成員

　委員長　　委　員　　関本　忠弘

委員長代理　専門委員　　坂庭　好一

　　　　　　　　〃　　青山三千子

　　　　　　　　〃　　泉　武博

，
，
’
，

〃

〃

，
’

’
，
，
，
　

　
，

〃

”

〃　
1
1

　
　
1
1

　
　
　
　
1
1

11　
1
1

　
　
1
1

〃

磯村　雪彦

内田　國昭’

奥田　友彌

小野寺正

加藤　邦紘

金田　秀夫

倉本　實
小室　圭五

阪本　恭彦

島山　博明
J．　P．　スターン

高橋　節治

高畑　文雄

立野　敏
田中　稔

竹内　政和

西澤　台次

野本　陽代
ハ． gリック・キャロル

平田　康夫

古川　弘志

松下　操
村山　英敏

米山　一彦

若尾　正義

別紙1

　　　　　　　　（五十音順）

日本電気（株）　取締役会長

東京工業大学工学部教授

国民生活センター理事

日本放送協会放送技術研究所長

（平成7年10月まで）

日本衛星放送（株）技術局長

郵政省通信総合研究所宇宙通信部長

（株）東芝常任顧問

第二電電（株）　常務取締役技術本部長

（平成7年10月から）

日本電信電話（株）

　ヒューマンインターフェース研究所理事・所長

第二電電（株）　取締役副社長

（平成7年10月まで）

NTT移動通信網（株）取締役研究開発部長

三菱電機（株）情報通信システム事業本部

　　　　　　　　顧問・技師長待遇・

（株）日本サテライトシステムズ代表取締役副社長

日本電気（株）常務取締役

米国電子協会顧問

通信機械工業会専務理事

早稲田大学理工学部教授

宇宙開発事業団理事（平成7年12月まで）
宇宙通信（株）専務取締役衛星・運用本部長

（平成7年10月から）

宇宙通信（株）専務取締役

（平成7年10月まで）

日本放送協会放送技術研究所長

（平成7年10月から）

サイエンスライター

欧州ビジネス協会通信・情報処理委員会委員長

国際電信電話（株）取締役

（財）電波システム開発センター専務理事

（平成7年10月まで）

通信・放送機構理事

宇宙開発事業団理事（平成7年12月から）
（株）次世代衛星通信・放送システム研究所

　代表取締役副社長

（社）電波産業会常務理事

（平成7年10月過ら）
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主任

宇宙通信開発委員会アプリケーション分科会構成員

坂庭　好一

主任代理　黒川　勢一

大場　達博

佐藤　吉幸

．鈴木　武夫

鈴木　直

高橋　康文

武田　浩

東京工業大学工学部教授

日本電信電話（株）技術企画部担当部長

三菱電機（株）通信機製作所衛星通信部担当部長

（五十音順）

日本電気（株）

第二海外マイクロ波衛星通信システム本部第一部長

（株）東芝電波・通信システム事業本部’

　通信・放送システム担当副技師長

（株）日本サテライトシステムズ

　企画管理本部企画部長

第二電電（株）技術本部技術開発室次長

国際電信電話（株）ネットワーク本部

　システム技術部担当課長

永井　研二　　日本放送協会技術局計画部副部長

早田

堀江

森

若菜

愛一郎宇宙通信（株）企画部企画グループ担当課長

久義　　日本衛星放送（株）経営企画室担当部長

真人　　NTT移動通信網（株）法人営業部担当部長

弘充　　郵政省通信総合研究所企画部主任研究官

一483一



宇宙通信開発委員会基盤技術分科会構成員

　主任　　内田　國昭

主任代理　森河　　悠

　　　　・青山　順一

　　　　　今井　文男

　　　　　江上俊一郎

　　　　　乙津　祐一

　　　　　小林　英雄

　　　　　佐藤　孝平

　　　　　松村　肇

　　　　　水野　秀樹

山本　稔

（五十音順）

郵政省通信総合研究所宇宙通信部長

宇宙開発事業団通信放送衛星グループ総括開発部員

日本電気（株）宇宙開発事業部通信放送衛星担当部長

（株）東芝宇宙開発事業部宇宙事業推進担当部長

三菱電機（株）鎌倉製作所通信衛星システム部参事

（株）次世代衛星通信・放送システム研究所研究開発本部長

国際電信電話（株）研究所衛星通信グループリーダー

NTT移動通信網（株）研究開発部主幹研究員

日本放送協会放送技術研究所デジタル方式研究部主任研究員

日本電信電話（株）マルチメディア推進本部

　マルチメディアビジネス開発部担当部長

通信総合研究所宇宙通信部主任研究二

一⑳

　主任　　　坂庭　好一

主任代理　　内田　國昭

　　　　　青山　順一

　　　　　江上俊一郎

　　　　　黒川　勢一

　　　　　小林　英雄
　　　、＼’

　　　　　佐藤　孝平

　　　　　鈴木　武夫

鈴木　直

永井　研二

早田愛一郎

森河　悠

起草分科会構成員

（五十音順）

東京工業大学工学部教授

郵政省通信総合研究所宇宙通信部長

日本電気（株）宇宙開発事業部通信放送衛星担当部長

三菱電機（株）鎌倉製作所通信衛星システム部参事

日本電信電話（株）技術企画部担当部長

国際電信電話（株）研究所無線通信グループグループリーダー

NTT移動通信網（株）研究開発部主幹研究員

（株）東芝電波通信システム事業本部通信放送システム

　担当副技師長

（株）日本サテライトシステムズ企画管理本部企画部長

日本放送協会技術局計画部副部長

宇宙通信（株）企画部企画グループ担当課長

宇宙開発事業団通信放送衛星グループ総括開発部員

髄②
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審議状況

1　第1回（平成7年2月10日（金））
　（1）　委員会の審議運営方針について

　（2）　宇宙通信の現状と将来展望について（その1）

　（3）　その他

2　第2回（平成7年3月8日（水））
　（1）　第1回議事録の確認について

　（2）　宇宙通信の現状と将来展望について（その2）

　（3）　その他

3　第3回（平成7年4月4日（火））
　（1）第2回議事録の確認について

　（2）　宇宙通信の現状と将来展望について（その3）

　（3）　研究開発の現状と将来動向について（その1）

　（4）　その他

4　第4回（平成7年5月17日（水））
　（1）　第3回議事録の確認について

　（2）　研究開発の現状と将来動向について（その2）

　（3）　中間とりまとめについて

　（4）　その他

5　第5回（平成7年6月7日（水））
　（1）　第4回議事録の確認について

　（2）　中間とりまとめについて

　（3）　その他

6　第6回（平成7年10月27日（金））
（1）　第5回議事要旨の確認について

（2）　第5回委員会以降の動向について

（3）　宇宙通信の将来像について

（4）　宇宙通信開発の問題点の考察について

（5）　その他

7　第7回（平成7年11月21日（火））
　（1）　第6回議事要旨の確認について

　（2）　海外調査結果について

　（3）　宇宙通信開発における国際戦略の在り方について

　（5）　その他

一186一
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諮問理由
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働⑳

諮問第79号　「宇宙通信システムの将来像と今後の研究開発の推進方策」

1諮問理由

　　豊かでゆとりのある生活の実現とともに新たな産業の創出など、21世紀に向け

　た知的社会の構築のため、我が国としても近年、高度な情報通信基盤の整備に重点

的に取り組んでいるところである。この情報通信基盤の整備においては、基幹的な

役割が期待されている光ファイバ網とともに、同報性、広域性、回線設定の柔軟性

等の長所を有する宇宙通信システムについても、その役割の重要性の認識が高まり

つつある。特に、GllやAllの推進において宇宙通信システムは重票な役割を

果たすことが期待されている。

　　一方、我が国の宇宙通信分野の研究開発は、これまでにCS、　BSシリーズの実

用化に見られるように所要の成果を着実に収めてきたところであるが、今後は、高

度情報通信社会への対応のみならず、非静止衛星通信構想の出現や国境を越えての

衛皇通信・放送のニーズの増大、さらには静止軌道投入失敗によるETS－VI通信

実験への制約等の宇宙通信を取り巻く諸環境の変化に適切に対応するため、宇宙通

信の将来像を踏まえた体系的、効率的な研究開発の推進が求められている。

　　このためには、21世紀初頭の宇宙通信の将来像を展望し、宇宙通信分野の研究

開発課題を抽出、整理するとともに、体系的、効率的な研究開発を推進するための

体制、スケジュール、研究開発の推進に当たっての国際協力の在り方士について検

討を行う必要がある。

　　以上のことから、宇宙通信システムの将来像と今後の研究開発の推進方策につい

て、審議を求めるものである。

2　答申を希望する事項

（1）宇宙通信システムの将来像

（2）今後の研究開発課題と推進方策

3　答申を希望する時期

　　平成8年3月頃

4　答申が得られたときの行政上の措置

　　宇宙通信政策等への反映
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⑦⑳

⑧

衛星新世紀の展望と我が国の挑戦
電気通信技術審議会答申

「宇宙通信システムの将来像と今後の研究開発の推進方策」

平成8年5月発行

著作　電気通信技術審議会
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